
いのちの過程を大切にする有機農業

物
を
育
み
、
共
生
し
、
大
地
を
豊
か
に
保
ち
、
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

市
場
原
理
に
任
せ
ず
、
農
業
生
産
に
必
要
な
再
生
産

価
格
を
自
ら
決
め
る
の
で
、
安
心
し
て
次
年
度
も
営

農
可
能
な
こ
と
、
生
産
者
、
生
産
方
法
、
流
通
過
程
ま

で
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
追
跡
）
が
可
能
な
�
顔
の
見

え
る
�
農
産
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
代
の
農
業
生
産
方
法
は
約
１
０
０
年
の

歴
史
に
し
か
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
前
の
伝
統
的
な
農
業

は
有
機
農
業
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
く
、
そ
の
意
味
で
も
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
の
基

本
的
な
取
組
み
の
一
つ
「
伝
統
的
食
文
化
の
再
生
・

維
持
」
に
、
伝
統
的
な
農
法
で
あ
る
有
機
農
業
が
大

事
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
機
農
業
の
実
践
と
有
機
農
業
者
の
想
い

有
機
栽
培
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
土
づ
く
り

が
重
要
で
、
堆
肥
な
ど
の
投
入
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

輪
作
体
系
を
維
持
し
、
土
壌
診
断
な
ど
も
活
用
、
適

度
の
除
草
（
作
物
の
生
育
を
害
し
な
い
程
度
と
し
、

き
れ
い
に
取
り
過
ぎ
な
い
）
を
心
が
け
、
ま
た
、
多

品
目
を
作
付
け
し
、
農
薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
か
ら
、

周
辺
環
境
も
生
物
の
多
様
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
土
と
生
物
の
豊
か
な
周
辺
環
境

が
、
病
害
虫
に
強
く
、
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
お
い
し

い
作
物
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

有
機
農
業
は
、
農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い

こ
と
や
、
販
売
先
を
独
自
で
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、
労
力
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
農
業
形
態
で

す
。
有
機
農
家
の
中
に
は
、「
差
別
化
し
た
農
産
物
で

も
う
け
よ
う
」
と
取
り
組
ん
だ
人
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
多
く
の
有
機
農
家
は
、
す
べ
て
を
使
い
捨
て
る

社
会
に
育
ち
、
そ
の
�
つ
け
�
を
自
ら
の
肉
体
や
子

供
た
ち
そ
し
て
未
来
に
積
み
残
し
て
い
く
永
続
不
可

北
海
道
の
農
業
は
、
規
模
拡
大
に
よ
る
大
量
生
産
・

大
量
流
通
を
進
め
、
Ｅ
Ｕ
に
匹
敵
す
る
高
い
生
産
力
を

実
現
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
、
経
済
・
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
我
が
国
の
食
料
自
給

率
は
低
下
、
北
海
道
に
お
い
て
も
食
の
画
一
化
、
伝
統

的
食
文
化
の
喪
失
、
地
域
の
衰
退
と
い
っ
た
負
の
側
面

が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
あ
ら
た
め
て
食
の
あ
り
方
、
食
料

生
産
と
消
費
者
と
の
関
係
、
食
と
地
域
の
関
係
な
ど
を

見
つ
め
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
問
い
な
お
そ
う
と
道
内

の
食
に
携
わ
る
有
識
者
に
よ
る
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
＆
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
研
究
会
」
に
よ
り
２
０
０
３
年
に
は

「
北
海
道
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
宣
言
」
が
出
さ
れ
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
関
わ
る
各
種

の
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

全
国
初
の
有
機
専
門
農
協
設
立

７
年
前
の
２
０
０
１
年
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
改
正
で
有

機
農
産
物
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
と
同
時

期
に
、
全
国
初
の
有
機
専
門
農
協
と
な
る
「
北
海
道

有
機
農
業
協
同
組
合
（
以
下
「
有
機
農
協
」）」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
正
組
合
員
数
57
名
（
有
機
認
定
農

家
）、
准
組
合
員
68
名
（
消
費
者
な
ど
）
の
と
て
も
小

さ
な
農
協
で
す
。
北
海
道
で
約
３
０
０
戸
の
有
機
認

定
農
家
の
20
％
ほ
ど
を
占
め
る
組
織
と
な
っ
て
い
て
、

北
海
道
の
有
機
農
業
推
進
の
中
心
的
な
組
織
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
を
目

指
し
て
お
り
、
出
荷
量
の
80
％
以
上
が
北
海
道
向
け

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
だ
け
で
な
い
有
機
農
業

農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
が
安
全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

本
質
は
「
有
機
農
業
を
営
む
こ
と
で
、
多
く
の
生
き

北海道庁赤レンガ庁舎前での有機農産物直売
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